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育成ラウンド　

  月 2 7日、千葉国際カントリークラブにて1月の育成ラウンドを行いました。今回の

育成ラウンドには1 9名が参加しました。高低差が激しく、バンカーの難易度も高かっ

たため、私を含め多くの部員が苦戦していました。新年初の育成ラウンドだったた

め、久しぶりに再会する部員と休みの間に行ったことの話題で盛り上がりつつ、ゴル

フに対して真剣に向き合おうと改めて思う１日となりました。

文責　樋口①
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　女子打ちっぱなし　

  月29日、山王ゴルフセンターにて女子部の有志で練習を行いました。

3年生2名、1年生4名が参加し、各々集中して練習に励みました。冬空の下で冷え

込む中でしたが、苦手なクラブをひたすら練習したり、先輩方からいただいたア

ドバイスに基づいてフォームを改善したり、普段以上に中身のある練習となりま

した。合間に部員間で交流する姿も見られ、学年を超えた親交を深める場ともな

り、とても実りある時間でした。今後とも練習を重ね、さらなる実力の向上を目

指してまいります。

文責　小松① 
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　新年会　山村　

   月31日に新年会が開催されました。当日は計32名が参加し、学年の垣根を越え

て多くの部員が積極的に会話の輪に加わったことで、会場は大いに活気に包まれ

ていました。

　こうした交流を通じ、部員同士の親睦をより一層深めることができたと感じて

おります。この強固な結束力を糧に、2026年も部員一同、より一層精進してまい

ります。OB・OGの皆様におかれましては今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろし

くお願い申し上げます。

文責　山村②
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　静ヒルズ合宿　

   月9日から13日の5日間、静ヒルズカントリークラブで冬合宿が行われ、20名の

部員が参加いたしました。

　初日は前日の雪の影響で、ゴルフ場がクローズしていたのでアプローチ練習や

パッド練習を中心に行いました。2日目以降は恵まれた天候の中、緊張感をもちな

がらコースをまわることができました。

　このような恵まれた環境でゴルフができるのもOB・OGの皆様方のご支援のお

かげです。リーグ戦に向け、部員一同全力を尽くして練習に励みますので、引き

続きのご支援よろしくお願いいたします。

文責　山浦①



　2月も半ばを過ぎましたが、OB・OGの皆様におかれましては、いかがお過ご

しでしょうか。暦の上では春とはいえ、練習場ではまだ耳の痛くなるような寒さ

が続いております。

　冬休み期間中は授業がなく、各自が自主練習に励む日々が続くため、部員同士

が顔を合わせる機会がどうしても少なくなってしまいます。そんな中、先日開催

された新年会や合宿は、私にとって非常に待ち遠しく、また特別な時間となりま

した。

　普段は一人で黙々と球を打つ時間が多いからこそ、合宿のコースで切磋琢磨

し、新年会の席でじっくりと語り合えることが、これほどまでに嬉しく、心強い

ものかとしみじみ実感いたしました。同じ目標を持つ仲間とゴルフについて熱く

語り、共にプレーすることで、春のシーズンに向けた活力が一気に湧いてくるの

を感じております。

　このように、冬の厳しい時期であっても部員が集まり、充実した環境で合宿や

交流を行えるのは、偏にOB・OGの皆様の多大なるご支援のおかげです。自分た

ちの好きなゴルフに打ち込めるこの環境が決して当たり前ではないことを、部員

一同、改めて深く感謝申し上げます。

　余寒なお厳しい折、皆様におかれましても何卒ご自愛ください。  本年も変わ

らぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

広報担当：３年田中雄也　　　

２年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰

１年山浦輝貴・増田葉夏・高野絵里　
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